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秋田県の帰化植物

阿部裕紀子難松田義徳鞭＊藤原陸夫蟻寒＊

NaturalizedPlantsinAkitaPrefecture

YukikoAbe,*YoshinoriMatsuda諜議andRikuoFuiiwara***

井(1972)のLocalityIndex(1:50.000地形図

16等分画）を使用した．また，垂直分布状況を把

握するため，調査地の海抜高度を記録した．秋田

県のメッシュにl11わる海抜高度は,0m台～約

2,200m台までである．

採集された標本は，主に秋田県立食博物館と長野

県|ﾖ然保護研究所(NAC)に保管している．

1はじめに

’三|本における帰化植物の種類数は久内(1950)

によると約500種とあるが，年々増加を続けてき

ており，清水（2003）では1.200種余と推定されて

いる．秋田県においても，帰化植物は住宅地の周

辺や耕作地，造成地はもとより，道路沿いをFl1心

に奥山深く亜高山帯まで侵入している．また，低

地の河原や海辺などの身近な植物の多くは帰化植

物といっても過言でない状況にある．そのため帰

化植物の情報は，地域のフロラおよび群落などの

植物的自然や環境を理解する上で，重要な要素に

なってきている．

秋田県では、須藤(1975,1976,1977,1978,1979,

1984）によって多くの帰化植物が見出されている・

藤原他（2002）による秋田県植物目録第10版には，

帰化植物として338種類（種以下分類群を含む，

以下|司じ）が記録されている．また，帰化植物各

種類の秋田県における具体的な分布については，

藤原(2000)によって詳細に示されている．

本報告は，さらにその後の新しい知見やデータ

を追加し、秋田県で現在まで見出されている帰化

植物の種類を記録し，分布状況等について若干の

考察を行うものである．

3結果と考察

3-1.フロラ構成

秋旧県にはLocalityIndexのメッシュとして

548が関わり，そのうち調査されたメッシュは，

536である．したがって有効メッシュ率は，978％

である．

収集された帰化植物のデータ数は、16,715件，

64科,212K,334種,1亜種,16変種,6.a種，

計357種類を記録した（表1）．

科別では，イネ科（64種類)，キク科（60種類）

が圧倒的に多く，次いでマメ科（22種類)，アブ

ラナ科(21種類.ナデシコ科(20種類）の順に

多い．たとえば，三重県（太田1997)もほぼ同

じような順位を示している．、

表1.フロラ構成（藤原他2002,一部改変）

2方法

帰化植物は、国外からの侵入の年代や経路定

着の状態などにより，自然帰化植物，逸出帰化植

物，仮生（住）帰化植物，予備帰化柿物，史前帰

化柚物に区分されている（湊井1993).

本報告では．秋田県内に野生の状態で生育して

いる国外原産とされる植物を，史前帰化植物を除

き，由来等に関わらず一括して帰化植物として扱

った．なお原産地についての記赦は省|略した．

水平的分布の位置情報を表す座標系として．金
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3‐2．帰化植物目録

帰化植物のデータを分類系順にまとめ，植物'三I

録を作成した（資料1．文末に記載)．植物目録

には，全種について，図1の分布密度を参考に，
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に示した10段階分布密度評価を付記してあ

分布密度（％）は，分布メッシュ数／秋田県

ツシュ数(548)×100で算出したものである．
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図1．帰化植物分布密度のヒストグラム（藤原他2002，一部改変）
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表2．帰化植物の10段階密度評価百分率密度，種以下分類群数（藤原他2002,一部改変）

（分類学的に軽微な差異による品種，および文献引用により標本等の確認がされていない植物

については，産地が特定できないため，分布密度評miは省略されている.）
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秋田県の帰化植物

けではなく，外国で大きな影響が知られているも

の，生態的な特性から考えて大きな影響が予測で

きるものとして維管束植物では26種類が挙げられ

ている．

この26種類のうち，秋田県に記録されている植

物は，アレチウリ，イタチハギ，イチビ，オオア

レチノギク，オオアワダチソウ，オオオナモミ，

オオカナダモ，オオキンケイギク，オオブタクサ，

オニウシノケグサ，外来種タンポポ種群，カモガ

ヤ，キショウブ，コカナダモ，シナダレスズメガ

ヤ，セイタカアワダチソウ，ハリエンジュ，ハル

ザキヤマガラシ，ハルジオン，ヒメジョオン，ホ

テイアオイの21種類である．

ハリエンジュについて阿部（2002）は，秋田県

沿岸部においてクロマツ林の植物社会学的植生調

査を行っており，その組成表からは，ハリエンジ

ュの常在度が約40％と計算される．秋田県のクロ

マツ林は，現在「松枯れ」が著しく進行しており，

ハリエンジュの今後の分布動態が注目される．

他5種類のアカギ，オオフサモ，タチアワユキ

センダングサ，ネバリノギク，ボタンウキクサは，

秋田県においては現在，野生状態では未確認であ

る．これらの原産地は主に熱帯や亜熱帯地方であ

り，日本においては，主に関東以南に帰化してい

る．

3‐3．種類数の推移

記録された年と種類数の推移をグラフに示した

(図2).1966年以降,37年間で約300種類の増加

がみられる．これは，海外からの穀物，飼料，牧

草，園芸植物や緑化植物などの導入等による種子

の供給など，土地改変に伴う立地の撹乱，交通網

の発達による分布の拡大等が考えられ，今後の増

加が予測される．
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図2．種類数の推移

3‐4．帰化率

一定地域のフロラにおける帰化植物の割合を示

す帰化率は，帰化植物／(在来植物十帰化植物)×

100の式で算出され，数値は自然撹乱の指標のひ

とつとして参考にされている．ただし，他地域と

比較検討する際，分母や分類群の扱いに相違があ

る場合があり，注意する必要がある．

藤原他（2002）によれば，秋田県全体の帰化率

は12,5%と計算されるが，現時点(2003年末）ま

での新しいデータを追加した結果,13,0%となっ

た．

3‐6．水平的分布状況

3‐6‐1．メッシュと種類数

種類数が最多のメッシュは,401395-22の123種

類である．次いで401395-21の77種類である．この

2メッシュは南北に連続しており，秋田市の市街

地と秋田県の最大河川である雄物川の河口および

海岸を含む地域である．3‐5．「日本の侵略的外来種ワースト100」につい

て

外来種ハンドブック（日本生態学会編2002）

の中に，生物多様性保全のために有効な外来種対

策を実施するにあたり，外来種の中でも生態系や

人間活動への影響が特に大きい「侵略的外来種」

の社会的関心を喚起するために作成された「日本

の侵略的外来種ワースト100」の仮のリストがあ

る．

すでに日本で大きな影響が認められている種だ

3‐6‐2．メッシュと帰化率

帰化植物の全県的な水平的分布状況をより相対

的に把握するため，メッシュ毎の帰化率を4段階

の記号で分布図に示した（図3）．

帰化率が最大のメッシュは，前項の2メッシュ

に近接する401395-12の31.1%で，このメッシュに

は，秋田港の一部と工場地帯が含まれている．

帰化率の高いメッシュは．帰化植物の種類数が

－3－
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多いメッシュとほぼ一致する傾向を示しており，

それらのメッシュには，都市部，八郎潟干拓地お

よびその周辺，沿岸部，大河川の中・下流域，主

要国道沿線が含まれている．

秋田県の垂直的な植生帯は，一般的に1,000m~

1.100m付近がブナ林に代表される山地帯とオオシ

ラビソ林に代表される亜高山帯の境界となり，

1,400m～1,500m付近でハイマツ帯，あるいは高山

草原状の群落に移行している．

高度100m毎にみられる帰化植物の種類数と割

合を示した（表3）．

100m未満の地域に,227種類，帰化植物全体

(357種類）の63.6％が分布している．この高度範

囲は，秋Ill県においては，人口の大部分が集中す

る生活域である．

高度の上昇とともに種類数は減少していくが，

'Ill高山の1,300m台まで分布している．また，デー

タとしては残されていないが．1,500m付近のハイ

マツ帯まで，ヒメジョオンなどの生育が観察され

ている．
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図3．秋田県における帰化率の分布状況

3‐6‐3．種類と分布メッシュ数

調査メッシュ数536のうち，分布しているメッ

シュ数が多い植物は，シロツメクサの459,ヒメ

ジョオン441,エゾノギシギシ415,カモガヤ411,

オニウシノケグサ390の順である．これらの植物

は，全県の約70％以上のメッシュに分布しており，

秋田県におけるもっとも普遍的な帰化植物といえ

る（表4）．

3‐7‐2．；唯直分布と水平分布

分布メッシュ数の多い植物の中から，上位33種

類の生育高度範囲を示した（表4）．

これらの多くは,0m台からおよそLOOOm-

1,300mまで連続して見られ，水平的にも垂直的に

も広布している植物と考えられる．カモガヤ，オ

ニウシノケグサ，コヌカグサ，ナガハグサ，オオ

3‐7．垂直的分布状況

3‐7‐1．高度毎の種類数
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秋Ill県の帰化他物

アワガエリ．ハリエンジュ，イタチハギ，シロツ

メクサなどは，牧草や緑化植物としても広く用い

られている．

表4．分布メッシュ数の多い種類の高度範囲

4要約

秋田県の帰化植物として，64科,212S,334種，

l亜種,16変種,6品種，計357種類（種以下分

類群を含む）を記録し，その植物目録を作成した．

記録された年と推移をグラフに示した.1966年

以|峰，37年間で秋田県では約300種類が連続的に

増加しており，今後も増加傾向が続くことが示唆

された．

秋田県全体における現時点の帰化率は，130％

である．帰化率も将来的な上昇が予測される．

「日本の侵Ill各的外来種ワースト100」の維管束

植物26種類のうち，秋田県には21種類が分布して

いるが，分布拡大など今後の動向や有害性に注目

する必要がある．

水平分布において，メッシュ毎の種類数と帰化

率はともに，都市部，八郎潟干拓地およびその周

辺，沿岸部，大河川の中・下流域，主要国道を含

む地域が高い数値を示した．垂直分布においても

人間の生活域でもある低海抜地に高い数値が集中

している．

水平分布で分布メッシュ数の多い植物は，垂直

的にも広く生育していることを示した．

－5－

No

1

2

r〕

◎

4

0

6

弓
』

8

Ｑ
〕

10

II

12

3

M

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

以下m

植物名

シロツメクサ

ヒメジョオン

エゾノギシギシ

カモガヤ

才ニウシノケグサ

ヒメムカシヨモギ

アメリカセンダングサ

コヌカグサ

ハリエンジュ

メマツヨイグサ

オニノゲシ

ムラサキツメクサ

セイヨウタンボホ

ナガハグサ

ハルガヤ

コノ､コベ

ヒメスイバ

ダンドボロギク

シロザ

オオアワガエリ

オランダミミナグサ

才オハンゴンソウ

ヘラオオバコ

オオアヮダチソウ

キリ

イタチハギ

ブタナ

ツルマンネングサ

ミョウガ

ホソムギ

シナダレスズメガヤ

シソ

ブタクサ

分布

メッシュ

数

459

441

415

411

390

371

:;3i

318

315

300

297

288

282

265

251

240

235

219

219

219

185

可
ｌ
▲

〔
／
８

１
１
４

154

151

150

149

110

119

112

108

i113

02

to0

分布

メッシュ

率(％）

83.8

80.5

75.7

75.0

71.2

67.7

6().4

58.0

57.5

54.7

54.2

52.6

51.5

48.4

45.8

43.8

42.9

4().(）

40.(）

40.(）

33.8

31.2

28.1

27.6

27.4

27.2

255

21.7

2()4

19.7

18.8

18.6

18.2

高度

(m)

0～1.200

0～1.300

O～1,200

O～1,000

0～1.200

0～1.000

O～1.000

0～1.200

0～900

0～900

O～900

0～1.00(）

0～9

O～1,000

0～900

O～900

O～1,000

O～700

0～9()0

O～1,000

0～800

0～700

O～1,200

0～700

0～600

O～9()0

0～1,200

0～400

O～400

O～1.000

0～500

0～500

O～800
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資料1． 帰化植物l引録

w名の右illの数字は分布密皮評価

分類学的に軽微な差異によるSM>および文献ﾘ|川

特定できないため、分布密度評価は省Ill舟されている．

※

および文献ﾘ|川により標本等の確認がされていない柚物については，産地が

Spermatophvta種子ｲil1i物

Gymnospermae裸子柚物

Ginkgoaceaeイチョウ科

1.Ginkg℃hilobaL イチョウ04

Pinaceaeマツ科

LPiceaabiesH.Karst. ドイツトウヒ（〕6

Taxodiaceaeスギ科

l.MetaseauoiaglvptostroboidesHuetW.C.Clieng アケボノスギ03

Angiospermae被子柚物

Dicotyledoneae双子葉柚物

Juglandaceaeクルミ科

l.JuglansmandsburicaMaxim,

2.血製ansreffl'aL.vanone""sDode)Kitam.

マンシュウグルミ02

カシグルミ02

Salicaceaeヤナギ科

1.PopulusalbaL.

2.PopulusnigraL.

S.SalixmatsudanaKoidz.var.toj-tuosaVilm.

ウラジロハコヤナギ．

セイヨウハコヤナギ

ウンリュウヤナギ

４
７
１

０
０
０

Urticaceaeイラクサ科

l.Boebmenanivea(L.)Gaudich. ナンバンカラムシ05

Polygonaceaeタデ科

1.Fagoprvumcymosl"刀Meisn.

2.FagopryumesculenlumMoench

3.応"opiaconvoﾉvuﾉus(L.)A.Love

4.心"opiadumetoi-um(L.)Holub

5.Persicanaorienm/お(L.)Spach

6.Pleuropterusmultiflorus(Thunb.)Tin℃Z

7.Polyrひ皿"narenastrumBoreau

8.RumexacetoseﾉﾉaL.

9.RumexconglomeratusMurray

10.RumexcrisousL

11.Rumexobtusifo/msL.

シャクチリソバ

ソバ

ソバカズラ

ッルタデ

オオケタデ

ツルドクダミ

ハイミチヤナギ

ヒメスイバ

アレチギシギシ

ナガ､バギシギシ

エゾノギシギシ

ワ
］
５
１
６
６
１
６
０

０
０
０
０
０
０
０
１

07

10

Phytolaccaceaeヤマゴボウ科
1.PhytolaccaamericanaL.

2.PﾉivtolaccaescuﾉentaVanHoutte

ヨウシュヤマゴボウ（〕9

ヤマゴボウ07

Molluginaceaeザクロソウ科

1．Mo"ugovertic"/ataL. クルマバーザクロソウ06

Caryophyllaceaeナデシコ科

1.CerastiumglomeratumThuill.

2.DianthusarmenaL.

3.DianthusbarbatusL.

4.Lyeﾉmiscoronaria(L.)Desr.

5.SaginaprocumbensL,

6.SaponariaofficinalisL.

オランダミミナグサ

ノハラナデシコ

アメリカナデシコ

スイセンノウ

アライトツメクサ

サボンソウ

10

04

01

()3

()3

02
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ヒロハノマンテマ

ムシトリナデシコ

シロバナムシトリナデシコ

ホザキマンテマ

シロバナマンテマ

マンテマ

ツキミセンノウ

シラタマソウ

ノハラツメクサ

オオッメクサ

ウスベニツメクサ

カラフトホソバハコベ

コノ、コゾ､く

ドウカンソウ

２
８
４
３
１
４
１
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０

l.Silenealba(Mill,)E,H.L.Krause

8.SilenearmenaL.

9.SileneaﾉineriaL.form,aﾉb"bﾉ･aSvlv6l1

10.SilenedichotomaEhrh.

11.SilenegallicaL.

12.SilenegallicaL.var.quinquevumera(L.)Rohrb.

Yi.SilenenoctifloraL.

14.Silenevulgaris(Moench)Garcke

Id.SpergulaaハモnsisL.

16.Spergu/aarvensisL.var.salivaKoch

17.Spergu/ariarubra(L.)J.etC.Presl

18.S舵"ariagramineaL.

l9.Stellariamedia(L.)Villars

20.VaccariapyramtdataMedik.

１
２
０
１

０
０
１
０

Chenopodiaceaeアカザ科

1.AtriplexﾉlastataL.

2.Chenopodiumalbi"刀L.

3.ChenopodiumalbumL.var.（､e"〃Oﾉubn"nMakino

4.C/lenopodiumambrosioidesL.

b.Chenopod血"刀ambrosioidesL.var.a"的e/"]mrjcum(L.)A.Gray

6.CﾉlenopodiumambrosioidesL.var.pubescens(Makino)Makino

7．Cﾉ-tenopod血imcarinatumR.Br.

8.Chenopodm"i8ﾉauα"31L.

9.ChenopodiumserotinumL.

lO.Kochiasc､oparia(L.)Schrad.

ホコガタアカザ

シロザ

アカザ

アリタソウ

アメリカァリタソウ

ケァリタソウ

ゴウシュウァリタソウ

ウラジロァカザ

コァカザ

ホウキギ

３
０
８
１
１
８
４
１
４
３

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

Amaranthaceaeヒユ科

I.Aﾉnaranthusarenico/al.M.Johnst,

2.Aimmn〃7[/spaﾉmenS.Watson

3.AmaranthuspatulusBertol.

4.Amaran〃iusretroflexusL.

i.Amaran〃iusviridisL.

6.Ceﾉosiaa｣宮enteaL.

7.CelosiacristataL.

ヒメアオゲイ

オオホナガアオゲイ

ヒメアオゲイトウ

ナガアオゲイ｜､ウ

ホソアオケイトウ

ァオゲイトウ

ホナガイヌビユ

ノケイトウ

ケイトウ

ワ
］
〔
ｊ
戸
０
－
‐
、
一
‐
Ｄ
Ｔ
１

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
〕

Ranunculaceaeキンポウケ科

1.AnemonehupehensisLemoinevar.ﾉaponica(Thunb.exMurray)BowlesetStearn シュウメイギク02

Berberidaceaeメギ科

1.Maﾉloniajaponica(Thunb.exMurray)DC.

2.NandinadomesticaThunb.

ヒイラギナンテン01

ナンテン02

Nymphaeaceaeスイレン利・

1.CabombacarolinianaA.Grav

2.Nek"刀bonuciferaGaertn.

ハゴロモモ04

ハス06

Actinidiaceaeマタタビ科

1.ActinidiachinensisPlanch. オニマタタビ03

Theaceaeツバキ科

1.Camelliasinensis(L.)Kuntze チャノキ05

Guttiferaeオ|､ギリソウ科

1．Hypericumpel允ran"刀L.var,angustifoliumDC. コゴメバオトギリ04

Papaveraceaeケシ科

1.PapaverrhoeasL. ヒナゲシ01

－9－
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Capparidaceaeフウチョウソウ科

1.CleomespﾉnosaL. セイヨウフウチョウソウ03

Cruciferaeアブラナ科

1.Armo“αarusticanaP.Gaertn.

2,BarbareavulgarisR.Br.

3.Brassicajuncea(L・,)Czern,

4.BrassicanapusL.

5.BrassicaoﾉeraceaL,var,capitataL,

6.aMeedenruﾉa(Bigelow)Hook,
7.CardaminehirsutaL.

8.ErysimL"刀cheiranthoidesL.

9.Lepidii"刀campestre(L.)R.Br.

10.LepidiumvirginicumL,

11.LunariaannuaL.

12.NasturtiumofficinaleR.Br,

13.Orychophragmusvioiaceus0,E・Schulz

14.RaphantﾉsraphanistrumL.

15.Rapistrumrugosum(L.)All,

16.Rorippasylvestris(L,)Besser

17.SinapisarvensisL,

18.SisymbriumaltissimumL,

19.Sisymbriumofficinale(L､)Scop.

20,Sisymbriumo伍cma/e(L)Scopval-.lei

21.ThlaspiarvenseL.

セイョウヮサビ

ハルザキヤマガラシ

カラシナ

セイヨウアブラナ

カンラン

オニハマダイコン

ミチタネツケバナ

エゾスズシロ

ウロコナズナ

マメグンバイナズナ

ゴウダソウ

オランダガ､ラシ

ハナダイコン

セイヨウノダイコン

ミヤガ､ラシ

キレハイヌガラシ

ノハラガラシ

ハタザオガラシ

カキネガラシ

ハマカキネガラシ

グンバイナズナ

’
８
１
６
１
６
８
１
１
８
５
６
１
１
２
１
３
２
１
１
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

leiocarpumDC.

Crassulaceaeベンケイソウ科

LSedI"刀sarmentosumBunge ツルマンネングサ09

Saxifragaceaeユキノシタ科

l.Ribesrubn"刀L

2.Kibesuva-crispaL.

フサスグリ（)5

マルスグリ

Rosaceaeバラ科

1.Chaenomelesspeciosa(Sweet)Nakai

2.CotoneasterhorizontalisDecne.

"i.FragariaananassaDuchesne

4．nagariavescaL.

5.Poten〃/aanserinaL.

6.Potent"ﾉarectaL.

7.Poten〃"asupinaL.

8.PrimussaﾉicinaLindl.

9.Pvraca〃〃laangustifoliaCK.Schneid.

10,RubusaﾉﾉegheniensisPorter

11.RubusfruticosusL.

ボケ

ベニシタン

オランダイチゴ

エゾヘビイチゴ

ヨウシュノツルキンバイ

オオヘビイチゴ

オキジムシロ

スモモ

タチバナモドキ

クロミキイチゴ

セイョウヤブイチゴ

’
１
４
１
１
１
１
９
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Leguminosaeマメ科

l.Amorpﾉ2afruticosaL.

2.Astrag召ﾉussinicusL.

3.CytisusscopariusLink

4.LotuscorniculatusL.

5.Medicag℃ﾉupu/inaL.

6.MedicagopolymorphaL.

7.MedicagosativaL.

8.Me/"otusofficinalis(L､)Pall.

9.Melilotusofficinalis(L.)Pall,subsp.

10．Meﾉ"otussuaveolensLedeb.

11.RobiniapseudoacaciaL.

ギ
ゲ
ダ
サ
シ
シ
シ
ギ
ギ
ギ
ュ

ハ
ン
シ
グ
ヤ
ヤ
ヤ
ハ
ハ
ハ
ジ

チ
ゲ
ニ
コ
ゴ
ゴ
ゴ
ラ
ワ
ワ
ン

タ
エ
ヤ
マ
マ
マ
ビ
ガ
ガ
エ

イ
ミ
ウ
ウ
ウ
エ
ナ
ナ
リ

ウ
ブ
キ
ウ
シ
シ
ハ

ョ
ッ
サ
ョ
ナ

イ
メ
ラ
イ
バ

セ
コ
ム
セ
ロ、ン

09

06

２
１
１
１
４
－
Ｄ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ

alba(Medik.)H.OhashietTateishi
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アメリカツノクサネム

クスダマツメクサ

コメツブツメクサ

タチオランダゲンゲ

ベニバナツメクサ

ムラサキツメクサ

セッカツメクサ

シロツメクサ

モモイロツメクサ

ビロードクサフジ

ナヨクサフジ

12.Sesfeamaexaltata(Raf.)Cory

13・TrifoliumcamoestreSchreb.

14.TrifoliumdubiumSibth.

15.乃亨ifoliumhvbridumL.

16.TrifoliumincarnatumL.

17.TrifoliumpratenseL.

18.TrifoliumpratenseL.form.a/b〃on"刀Alef.

19,TrifoliumrepensL,

20.TrifoliumrepensL.form・roseL"刀Peterm.

21.ViciavillosaRoth

22.VVc/avillosaRothvar.glabrescensKoch

１
４
７
８
１
０

０
０
０
０
０
１

10

01

01

Oxalidaceaeカタバミ科

1.OxalisarticulataSavigny

2.OxaliscorvmbosaDC.

イモカタバミ

ムラサキカタバミk;

Geraniaceaeフウロソウ科

1.ErodiumcicutariumL'Her.exAiton

2.GeraniumcarolinianumL.

3.GeraniummolleL.

オランダフウロ

ァメリカフウロ

ヤヮゲフウロ

１
１
１

０
０
０

Linaceaeアマ科

l.LinumvirginianumL. キバナノマツバニンジン03

Euphorbiaceaeトウダイグサ科

1.EuphorbiacvoarissiasL.

2.EuphorbiamaculataL.

3.EuphorbiasupinaRafin.exH.Boissieu

マツバトウダイ03

オオニシキソウ

コニシキソウ08

Simaroubaceaeニガキ科

l.Ailanthusa/応sfrna(Miller)Swingle シンジュ07

Meliaceaeセンダン科

1.Cedre/asinensisJuss. チャンチン02

Anacardiaceaeウルシ科

1.RhusvernicifluaStokes ウルシ09

Sapindaceaeムクロジ科

1．CardiospermumhalicacabumL, フウセンカズラ01

Malvaceaeアオイ科

LAbutilon〃leophrastiMedik.

2.HibiscussvriacusL.

3.MaﾉvamoschataL.

4．MalvaneglectaWallr.

5.Ma/vasvﾉvestrisL.var.mau〃"ana(L.)Boll
6.MalvaverticilﾉataL

7.SidarhombifoliaL.

8.SidaspinosaL.

イチビ

ムクゲ

ジャコウァオイ

ゼニバァオイ

ゼニァオイ

フユァオイ

キンゴジカ

アメリカキンゴジカ

Ｆ
Ｏ
ｑ
）
Ｔ
ｌ
可
１
ワ
今
利
１
詞
１
ｑ
〕

ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
〕
〈
Ｕ
〈
Ｕ
へ
Ｕ

Sterculiaceaeアオギリ科

1.Firmianasimp/exW.Wight アオギリ01

Violaceaeスミレ科

1.ViaﾉatricolorL. サンシキスミレ03
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Cucurbitaceaeウリ科

l.SicyosangulatusL. アレチウリ（)7

Onagraceaeアカバナ科

1．Oenotherabie""IsL.

2,OenotheraerythrosepaﾉaBorbas

3.Oenotheragrandis(Britton)Smyth

4.Oeno"】e庇ilac"】jataHill

o.Oenotherapel･enn/sL.

6.OenotheraspeciosaNutt.var.c､〃〃sw(L.H.Bailev)Manz
7.OenotherastriataLedeb.

メマツヨイグサ

オーオマツヨイグサ

オオキレハマツヨイグサ

コマッヨイグサ

ヒナマツヨイグサ

ヒルザキモモイロツキミソウ

10

09

03

01

01

01

01マツヨイグサ

Araliaceaeウコギ科

1.Eleutherococctﾉssieboldianus(Makino)Koidz, ヒメウコギ08

Umbelliferaeセリ科

l.DaucuscaroiaL.

2.Foenicuﾉ”〕vuﾉgareMill.

ノラニンジン（)7

ウイキョウ01

Ebenaceaeカキノキ科

1.DiospyroskakiThunb.

2.DiospyroslotusL.

カキノキ08

マメガキ（)6

Apocynaceaeキョウチクトウ科

1.VincamajorL. ツルニチニチソウ（)7

Rubiaceaeアカネ科

I..Sﾉicrardiaa八℃"sisL. ハナヤエムグラ

Polemoniaceaeハナシノブ科

LPﾉiloxpanicuﾉataL. クサキョウチクトウ04

Convolvulaceaeヒルガオ科

1.Convolvulusa八rensisL.

2.CuscutapentagDnaEngelm.

3.Ipomoeaﾉlederacea(L.)Jacq.

4.IpomoealacunosaL.

5.Ipomoeapurpurea(L.)Roth

6.Quamoclitc､occinea(Lottl.)Moench

セイヨウヒルガ､オ

アメリカネナシカズラ

アメリカアサガオ

マメアサガ､オ

マルバアサガオ

マルバルコゥ

01

()7

01

02

()2

01

Boraginaceaeムラサキ科

1.Mvosotisa八・ensis(L)Hill

2,MvosotisdiscolorPers.

3.MvosotisscorpioidesL.

4.SymphytumofficinaﾉeL.

ノハラムラサキ

ハマワスレナグサ

ワスレナグサ

ヒレハリソウ

06

01

06

08

Labiataeシソ科

LA山gareptansL.

2.Lamiumノバb〃d【"刀Vill.

3.LamiumpurpureumL.

4.MenthacardiacaBaker

5.Men〃laspicataL・var.crispaBenth.

6．Monardadidvi刀aL

7.Peﾉー〃aかutescens(L.)Britton

8.Pe""afrutescens(L.)Brittonvar.c･r

9.Physostegiavi噌加ianaBenth.

10.Salviareflexallornem.

セイヨウジュウニヒトエ

モミジバヒメオドリコソウ

ヒメオドリコソウ

アメリカハッカ

オランダハッカ

タイマツバナ

ェゴマ

シソ

ハナトラノオ

イヌヒメコズチ

ワ
】
１
１
〔
ろ
利
１
八
．
細
ｌ
５
Ｑ
ｖ
４
細
ソ
』

ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｖ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｖ

〔･"spa(Thunb.)Decne.
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Solanaceaeナス科

l.DahﾉrainoxiaMill.

2.Da血"astramoniumL.

3.Nicandraphvsaﾉodes(L.)Pers.

4.Petunia×hvbridaVilm,

5PhvsalisalkekengiL.var.tranche"j(Mast.)Hort.

6.SolanumamericanumMill.

7.SolanumcarolinenseL.

ケチョウセンアサガオ

シロバナチョウセンアサガオ
１
４
２
２
６
１
５

０
０
０
０
０
０
０

オオセンナリ

ツクバネアサガオ

ホオズキ

アメリカイヌホオズキ

ワルナスビ

Scrophulariaceaeゴマノハグサ科

1．，煙talispurpureaL.

2.Linariacanadensis(L.)Dum.Cours.

3.Linariavu/garisL.

l.Linderniadubia(L.)Pennell

D.MimulusluteusL.

6.VerbascumblattariaL.

7．1℃rfaasα"刀b/attariaL.form,erubesc､ensBriigger

8.Verbasα"刀油apsusL.

9.Verbasα"刀v"弓gatumStokes

10.VeronicaarvensisL.

II．VeronicahederaefoliaL.

12.VeronicapersicaPoir.

13.Veronicaserpy"肋"aL,

キツネノテブクロ

マッバウンラン

ホソバウンラン

アメリカアゼナ

ニシキミゾホオズキ

モゥズイヵ

シロバナモウズイカ

ビロードモウズイカ

アレチモウズイカ

タチイヌノフグリ

フラサバソウ

オオイヌノフグリ

コテングクワガタ

戸
Ｏ
１
１
５
Ｑ
ヅ
ワ
〕
４
ワ
］
〔
ろ
可
１
Ｑ
）
１
１
，
６
へ
。

ハ
Ｕ
ｎ
〕
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
へ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
〈
Ｕ

Bignoniaceaeノウゼンカズラ科

1,CatalpaovataG.Don

2.Panﾉowniatomentosa(Thunb.)Steud,

キササゲ05

キリ09

Plantaginaceaê オバコ科

LPlanlagて)/anceolataL. ヘラォォバコ10

Valerianaceaeオミナエシ科

lル郡erianellaﾉocusta(L.)Betcke ノヂシャ04

Compositaeキク科

I.Ac/lilleamilleわﾉ山mL、

2.AmbrosiaartemisiifoliaL.

3．A"ibrosiatrifidaL.

4.A〃〃lemisarvensisL.

5.Anthemiscotu/aL,

6.Ai℃r血、ﾉappaL,

7．ArtemisiaapiaceaHance

8.Asternovi-beﾉg力L

9,AsfersubulatusMichx.

10,AstersubuﾉatusMichx,var,sandwicensisA.G.Jones

11.BellisperennisL.

12.BidensbipinnataL.

13.BidensfrondosaL.

14.BidenspilosaL.var,minor(Blume)Sherff

15,BoltoniaasteroidesLHer.

16､Centaureasoﾉs〃"allsL.

17.Chrvsani/lemumcoronarii"刀L.

18.αirysant/]emL"刀le【にan〃]em["刀L、

19.Cichoriummty伽sL.

20.Cirsiumarvense(L.)Scop.

21.Cirsiumvulgare(Savi)Ten.

22.Conyzac､anadensis(L.)Cronquist

23.Conyzasumatrensis(Retz.)Walker

セイヨウノコギ､リソウ

ブタクサ

クワモドキ

キゾメカミツレ

カミッレモドキ

ゴボウ

カワラニンジン

ユウゼンギク

ホウキギク

ヒロハホウキギク

ヒナギク

コバノセンダングサ

アメリカセンダングサ

コシロノセンダングサ

アメリカギク

イガヤグルマギク

シュンキ､ク

フランスギク

キクニガナ

セイヨウトゲアザミ

アメリカオニアザミ

ヒメムカシヨモギ

オオアレチノギク

８
９
８
１
６
４
１
３
２
１
１
１
０
１
－
‐
０
２
１
９
１
１
７
０
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
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24.CoreopsislanceolataL.

25.CoreopsistmaoriaNutt.

26.CosmosbipinnatusCav.

27.Crassocep/laitimcrepidioides(Benth.)S.Moore

28.CrepistectorumL.

29.Ecliptaalba(L.)Hassk.

30.Erechtiteshieracifolia(L.)RaiexDC,

31.ErigeronphiladelphicusL.

32.Eupatoriumrug℃sumHoutt,

33.GalinsogaquadriradiataRuizetPav,

34.Guizotiaabyssinica(L.f.)Cass,

35.HelianthusannuusL.

36.HelianthusdebilisNutt.

37.HelianthusstrumosusL.

38.HelianthustuberosusL.

39.函eraciumaurantﾉad"71L.

40.HypochaerisradicataL.

41.LactucaserriolaL.

42.LapsanacommunisL,

43.Matricariachamom"ﾉaL

44.MatricariainodoraL.

45・Mamcariamatricarioides(Less.)Porter

46.RudbeckiahirtaL.var・pulcherrimaFarw.

47.RudbeckiaﾉaciniataL,

48,RudbeckialaciniataL.var.ﾉwrtensisBailev

49,SeneciovulgarisL,

50,Solidagoa/"ssimaL.

51,SoﾉidagDg'ganteaAitonvar.leiophyllaFernald

オオキンケイギク

ハルシャギク

オオハルシャギク

ベニバナボロギク

ヤネタビラコ

アメリカタカサブロウ

ダンドボロギク

ハルジオン

マルバフジバカマ

ハキダメギク

キバナタカサブロウ

ヒマワリ

ヒメヒマワリ

イヌキクイモ

キクイモ

コウリンタンポポ

ブタナ

トケヂシャ

ナタネタビラコ

カミツレ

イヌカミツレ

コシカギク

ァラケハンゴンソゥ

ォォハンゴンソゥ

ヤエザキオオハンゴンソウ

ノボロギク

セイタカアワダチソウ

オオアヮダチソウ

オニノゲシ

ノゲシ

ヒメジョオン

ヘラバヒメジョオン

アカミタンポポ

セイヨウタンポポ

ハチミツソウ

イガオナモミ

オオオナモミ

７
１
８
７
４
２
０
９
５
６
２
１
１
４
７
６
９
８
１
１
３
３
７
０
７
９
８
９
０
８
０
７
７
０
２
７
６

０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
１
０
０
１
０
０
０

52.Sonchusasper{L､)Hill

53.SonchusoleiぞicetisL.

54.Stenactisannua(L.)Cass.

55.Stenactisstrigosa(Muhl.)DC.

56.Taraxacum/aevigatumDC.

57.TaraxacumofficmaieWeber

58.Verbesinaahem肋/固(L.)BrittonexKearney

59.XanthiumitalicumMoretti

60.XanthiumoccidentaleBertol.

Monocotyledoneae単子葉植物

Hydrocharitaceaeトチカガミ科

1.EgeriadensaPlanch.

2.Eﾉodeanutta"〃(Planch.)Stjohn

オオカナダモ01

コカナダモ（)5

Liliaceaeユリ科

1.AsparagusofficinalisL.

2．L"mmlancifolii"刀Thunb.

3.MuscaiibotryoidesMill.

4.Ornithogak"刀tenuifoliumGuss.

5.Ruscusacuﾉea血isL.

オランダキジカクシ

オニユリ

ルリムスカリ

ホソバオオアマナ

ナギイカダ

３
８
１
１
１

０
０
０
０
０

Amaryllidaceaeヒガンバナ科

l.Lycorisradiata(L'Her､)Herb.

2.LycorissquamigeraMaxim.

3.NarcissustazettaL.var.chinensisRoem,

ヒガンバナ

ナツズイセン

スイセン

２
６
７

０
０
０

Dioscoreaceaeヤマノイモ科

1.DjoscoreabatatasDecne. ナガイモ05
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Pontederiaceaeミズアオイ科

1．jゴ,に""0mﾉaα･assipesSolms
司戸■ﾛﾛ ホテイアオイ01

Iridaceaeアヤメ科

1.IrisjaponicaThunb,

2.IrispseudacorusL.

3．T〃teniacrocosmaefloraLemoine

シャガ、

キショウブ

ヒメヒオウギズイセン

８
９
８

〈
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ

Commelinaceaeツユクサ科

1.TradescantiareflexaRafin. ムラサキツユクサ（)5

Bambusaceaeタケ科

l.PhvllostacﾉivsaureaCarriereexA,etCRiv,

2.PhvllostachysbambusoidesSieboldetZucc,

3.Phvllostachysnigra(Lodd,)Munro

4.Phyllostachysnigra(Lodd.)Munrovar.heno"js(Bean)StapfexRendle

d.PhvllostachyspubescensMazelexHouz.

ホテイチク

マダケ

クロチク

ハチク

モウソウチ讐ク

４
７
２
７
７

０
０
０
０
０

ceaeイネ科

1.ûgrostisxdimopﾉ]oﾉemmaOhwi

2.AfiTostisgiganteaRoth

3.Afi'rosfisgiganteaRothform.aristigera(Fernald)

4.Agros焔ni.graWith.

5.AgrostisstoloniferaL.

6.AgrostistenuisSibth.

7.AiracaryopﾉIVﾉﾉeaL.

8.AlopecuruspratensisL.

9.Ammophilabrev"jgLﾉﾉataFernald

10.AndropogonvirginicusL.

ILA〃〃】oxan的umodorarumL

12.Arrhenatherumelatius(L.)P・Beauv.exJ.etC.Presl

13.Arrﾉlenatherumelatius(L.)P,Beauv・exJ.etC.Preslvar.

14,AvenafatuaL,

15,AvenasativaL.

16,Brachiariasubquadripara(Trin.,)Hitch.

17.BrizamaximaL.

l8､Bromuscomm“amsSchrad

19.BromiisdiandrusRoth

20.BromusinermisLevss.

21.Bromusmo""'ormisLlovd

22.BromussecalintﾉsL.

23.BromussiteﾉlensisTrin.

24.BromussteriHsL.

2'r>.Bromustecton"刀L

26.BromustectorumL.var・製abratusSpenn.

27.BromusunioloidesHumb.

28.Coixlacryma-jobiL.

29.Cynodondactylon(L.)Pers.

30.Cynosurusecﾉ血atusL.

31.DactvlisgﾉomerataL.

32.EchinochﾉdautilisOhwietYabuno

33.Elymusrepens(L.)Gould

34.Eﾉymusrepens(L,)Gouldvar・anstatusBaumg.

35.Eragrostisc"ja"eﾉISIS(AH,)LmkexVign,-Lut.

36,Eragrostiscurvula(Schrad,)Nees

37,EragrostisminorHost

38.PでstucaarundinaceaSchreb.

39.FestucapratensisHuds.

Poaceae

バケヌカボ

コヌカグサ

ノゲコヌカグサ

クロコヌカグサ

ハイコヌカグサ

イトコヌカグサ

ヌカススキ

オオスズメノテッボウ

オオハマガ､ヤ

メリケンカルカヤ

ハルガ鴨ヤ

オオカニツリ

チヨロギガヤ

カラスムギ

マカラスムギ

ニクキビ

コバンソウ

クゲチャヒキ

３
八
Ｕ
Ｔ
１
ヘ
。
○
○
戸
Ｏ
ワ
一
戸
Ｏ
４
１
１
ｎ
Ｕ
ｑ
Ｊ
’
４
ヘ
。
ワ
〕
利
１
‐
４
ハ
ｂ
１
１
ワ
】
へ
ｄ
１
１
可
１
ワ
］
一
‐
ひ
１
１
ワ
〕
Ｔ
１
ｏ
Ｏ
４
４
ハ
Ｕ
１
１
－
ｏ
‐
ｌ
１
１
Ｑ
Ｊ
‐
４
ｎ
Ｕ
１
１

ｎ
Ｕ
Ｔ
１
ハ
Ｕ
ｎ
〕
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
１
１
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
〈
Ｕ
八
Ｕ
八
Ｕ
八
Ｕ
（
Ｕ
ハ
Ｕ
、
）
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
（
Ｕ
八
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
１
１
八
Ｕ
（
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
〈
Ｕ
ハ
Ｕ
可
１
ハ
Ｕ

加肋osum(Willd.)Spenn.

ヒゲナガ､スズメノチャヒキ

コスズメノチャヒキ

ハトノチャヒキ

カラスノチャヒキ

ノゲイヌムギ

アレチノチャヒキ

ウマノチャヒキ

メウマノチャヒキ

イヌムギ

ジュズダマ

ギョウギシバ

ヒゲガ､ヤ

カモガヤ

ヒェ

シバムギ

ノケシバムギ

スズメガヤ

シナダレスズメガヤ

コスズメガヤ

オニウシノケグサ

ヒロハノウシノケグサ

-15-



秋II叫立博物館(i叶究報告第29o"

40.Hoﾉα1s/anatusL.

41.HordeumiubatumL.

42,HordcL"刀vulgaﾉ-eL.

43.Lo/血"]］×/】vbridi"刀Hausskn,

44.Loliummu/"tlon"刀Lam,

45.Loliummu/fition"刀Lam.form.ノ'amosumGusa

46,LohumperenneL,

47,Loﾉ畑mtemu/enn"uL.

48.Paniα"刀djc/wtomiflorumMichx.

49.Paniα"刀miliaceumL.
。『●

50.Piia胸〃s（､a"a〃ensisL.

51.Phlei"刀pratenseL,

52.PoaannuaL.var.reptansHausskn.

53.PoacompressaL.

54.PoahumilisEhrh.exHoffm,

55.比apaﾉustrisL,

56,PoapratensisL,

o7.PoapratensisL,var,strigosa(Hoffm,)GaLid.

58･PoatrivialisL,

59,SecalecerealeL.

60.Sor宮/]【"刀〃colorVloenchvar.holdOhv¥'i

61,Sorghi"刀ﾉlalepense(L,)Pers,

62.Sorghumhaﾉepense(L.)Pers.var.mu"αjm(Hack.)Grossh.

シラゲガヤ

ホソノゲムギ

オオムキ、

ネズミホソムギ、

ネズミムギ

エダウチネズミムギ

ホソムギ

ドクムギ

オオクサキビ

キビ

カナリークサヨシ

オオァヮガエリ

ツルスズメノカタビラ

コイチゴツナギ

ミスジナガ､ハグサ

ヌマイチゴツナギ．

ナガ､ハグサ

ホソバノナガハグサ

オオスズメノカタビラ

ライムギ

ホウキモロコシ

セィバンモロコシ

ヒメモロコシ

コムギ

ナギナタガヤ

８
１
１
３
９

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
く
ｉ
ｆ

Ｑ
ゾ
ー
１
Ｏ
平
１
１
句
、
ｎ
Ｕ
今
Ｊ
－
ｂ
ワ
】
ワ
ｊ
ｎ
Ｕ
Ａ
ｖ
ワ
ｊ
１
１
１
１
ワ
］
１
１
１
１
Ｒ
〉

ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
《
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
１
－
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
１
へ
ｎ
ｖ
（
、
Ｕ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
（
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
八
Ⅷ
〉
ｎ
Ｕ

63.TriticumaestivumL.

64.Vuipiamvuros(L.)C.C.Gmel.

Typhaceaeガマ科

1,Typﾉ]aﾉaxj刀a""〃Lepech, モウコガマ01

Zingiberaceaeショウガ科

1.Zingibern加野】(Thunb.)Roscoe ミョウガ09
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